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香 取 市

令和6年11月 かとり農業委員会だより 令和６年１１月（４）

関
本
　
元
樹 

さ
ん

農地の売買・転用等の申請受付期間および総会予定表

１2月6日（金）
1月8日（水）
2月6日（木）
3月4日（火）

3月28日（金）
5月8日（木）

総会開催日
11月18日（月）～20日（水）
12月16日（月）～18日（水）

1月16日（木）～20日（月）
2月17日（月）～19日（水）
3月12日（水）～14日（金）
4月16日（水）～18日（金）

受付期間（土日祝日は除く）

令和６年１1月分
令和６年１2月分
令和7年 1月分
令和7年 2月分
令和7年 3月分
令和7年 4月分

年　月

　
今
年
も
暑
い
夏
で
し
た
。
そ
れ
で

も
雑
草
は
強
い
も
の
で
、
油
断
し
て
い

る
と
農
地
は
あ
っ
と
い
う
間
に
雑
草
に

占
領
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
農
地
を
調
査
す
る
と
、

耕
作
放
棄
だ
け
で
な
く
、
農
地
を
借

り
す
ぎ
て
手
が
回
ら
な
い
場
合
も

多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の一方
で
、
新
規

就
農
者
な
ど
意
欲
あ
る
人
が
農
地
を

探
し
て
い
る
の
で
、
農
地
を
管
理
で

き
な
い
と
判
断
し
た
時
は
、
ま
ず
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
地
区
担
当

委
員
ま
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
現
編
集
委
員
会
で
の
発
行

は
、
こ
れ
が
最
終
号
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
編
集
委
員
の
紹
介
を
い
た
し

ま
す
。（
左
記
写
真
）

　
３
年
間
編
集
に
関
わ
っ
た
多
く
の
皆

さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
長
　
菅
谷
　
樹
雄

後

編

記

集

　
関
本
元
樹
さ
ん
は
、
２
０
０
０
年
生
ま
れ
の
24
歳
で
す
。
代
々
、
福
島

県
で
梨
や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
洋
梨
を
育
て
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
が
地
元
で
の
営
農
を
困
難
に
し
、
家
族
で
香
取
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。

知
り
合
い
が
い
た
こ
と
や
、
福
島
県
の
浜
通
り
と
気
候
が
似
て
い
た
こ
と

か
ら
、
香
取
市
を
新
天
地
に
選
び
、
果
樹
園
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
経
営

の
中
心
を
担
っ
て
い
た
父
が
病
気
で
早
世
し
た
こ
と
で
、
一
時
は
廃
業
の

決
断
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
生
と
な
っ
た
元
樹
さ
ん
は
、
キ
ウ
イ
栽
培
を
続
け
て
い
た
祖
父
の

手
伝
い
を
と
お
し
「
こ
の
美
味
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
教
え
て
あ
げ
た

い
、
祖
父
が
育
て
た
キ
ウ
イ
の
味
を
残
し
た
い
」
と
就
農
を
決
意
。
キ
ウ

イ
の
味
そ
の
も
の
が
祖
父
の
存
在
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
在
学
中
に
は
梨
の
苗
木
を
１
６
０
本
植
え
、
大
学
を
卒
業
し
た
令
和

４
年
４
月
、
満
を
持
し
て
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
関
本
の
５
代
目
と
な
り
ま

し
た
。

　『
も
う
一
度
食
べ
た
く
な
る
果
物
つ
く
り
』
は
、
祖
父
の
代
か
ら
続
く

関
本
家
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
そ
う
で
す
。
伝
統
と
新
し
い
技
術
も
取

り
入
れ
、
完
全
草
生
栽
培
で
有
機
肥
料
中
心
の
自
然
と
共
生
す
る
農
園
作

り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
目
指
す
の
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
は
な
く
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
と
優
し
く
微
笑
む
そ
の
目
は
、
と
て
も
力
強
く
、
数
年
先
の
農
業

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
移
住
し
た
当
初
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た

と
感
謝
を
語
る
元
樹
さ
ん
。
香
取
市
産
の
キ
ウ
イ
や
梨
が
広
く
認
知
さ
れ
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
直
売
所
マ
ッ
プ
の
制
作
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

栽
培
過
程
を
情
報
発
信
す
る
な
ど
『
伝
え
る
』
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。「
消
費
者
が
気
軽
に
来
訪
し
、
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
生
産
者

を
目
指
し
た
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
香
取
市
の
土
地
が
好
き
」
と
笑
顔

が
は
じ
け
ま
す
。

　
販
売
を
支
え
て
く
れ
る
母
と
妻
、
そ
し
て
農
業
の
基
礎
を
教
え
、
後
押
し

を
し
て
く
れ
る
祖
父
。
箱
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て

い
る
イ
ラ
ス
ト
も
家
族
で
描
い
た
も
の
だ
と
か
。

今
季
も
こ
だ
わ
り
栽
培
の
完
熟
キ
ウ
イ
を
種

類
も
豊
富
に
絶
賛
販
売
中
、
梨
は
２
年
後
の

収
穫
を
目
指
し
家
族
一丸
で
頑
張
る
「
フ
ル
ー

ツ
ガ
ー
デ
ン
関
本
」
で
、
も
う
一
度
食
べ
た
い
、

く
だ
も
の
の
味
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。（
関
連
記
事
３
面
）

農
業
委
員
　
寺
島
　
美
幸

「
も
う
一
度
食
べ
た
い
」
を

　
　
　
　
　    

伝
え
て
い
く

　
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
関
本

「地域計画」を策定します
　これまで市では、人と農地の問題を解決するため、地域での話し合いにより

「人・農地プラン」を作成し実行してきましたが、今後、農業者の高齢化や後継者不足が加速化し、耕作放棄地
が急拡大することが懸念されています。
　このため、国は従来の「人・農地プラン」を「地域計画」として法定化し、農地の集約化等を進める取り組
みを強化しました。農業委員会と農政課では、昨年度より各地域で協議の場を 開催し、担い手農家（地域の農
業を担う者）を中心にお集まりいただき、今後の地域における農地利用に関する話し合いを行いました。
　今後は、農業委員、農地利用最適化推進委員の担当地区を基本とした２０の地域で話し合いの結果をまとめた

「地域計画」の説明会を実施し、関係機関にご意見を伺ったうえ、今年度中に策定する予定です。
※地域計画は策定後も毎年見直しを行い、農地の集約化を進めていきます。

　地域計画の法定化に伴い、令和７年４月以降又は、地域計画が策定された地域は、原則として農地中間管理機構
を経由した農地の貸借方法となります。なお、従来の農地法第３条による農地の貸借はできますが、市町村が作成
する農用地利用集積計画による農地の貸借はできなくなります。農地の貸借に関することは、農政課（電話
50-1258）制度に関することは※（公社）千葉県園芸協会農地部（電話 043-223-3011）にお問い合わせください。
※（公社）千葉県園芸協会は、千葉県から農地中間管理機構に指定されています。

令和７年４月から農地の貸借方法が変わります。

▼「地域計画」策定地域

「小見川東地域」第１回協議の場の様子
（令和６年１月２３日開催）

地域名
佐原

北佐原
新島
香取

香西北
香西南
東大戸

瑞穂
小見川中央
小見川東

№
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

該当地区名
玉造・佐原イ・北・佐原ロ・佐原ホの一部・岩ケ崎台・牧野の一部・篠原イ
野間谷原・石納（利根川以北）・佐原ハ・佐原ニ・佐原ホの一部・篠原ロ・笄島・長島・中洲・津宮新田・大倉新田
八筋川・八筋川甲・大島・三島・境島・扇島・加藤洲・磯山・市和田・附洲新田・公官洲
津宮・大倉丁子・大倉・香取・丁子・吉原・多田・新市場・新部・釡塚・下小野・返田・九美上
大根・大崎・与倉・観音・鳥羽・長山・牧野の一部
本矢作・福田・伊地山
大戸・大戸川・片野・上小川・関・森戸・新寺・山之辺・川尻・石納（多田島）・飯島・昭和町・大戸新田
堀之内・谷中・寺内・鴇崎・西和田・西坂・西部田・みずほ台
小見川・八日市場・野田・本郷・下小川・南原地新田・羽根川・新々田・入会地
阿玉川・下飯田・岡飯田・布野・川頭・北原地新田・五郷内・和泉・貝塚・阿玉台・久保

地域名
 小見川新田
小見川北
小見川西
八都東
八都西

府馬
山倉西
山倉東
栗源東
栗源西

№
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

該当地区名
一ノ分目新田・三ノ分目新田・富田新田・下小堀新田
一ノ分目本田・三ノ分目・富田・下小堀・分郷・増田
織幡・旗鉾・油田・内野・龍谷・八本・白井・山川・虫幡・木内・上小堀・木内虫幡上小堀入会地
小見・川上・高野・竹之内・田部・米野井
仁良・神生
府馬・長岡・志高・古内
山倉・大角
新里・桐谷・鳩山・小川
岩部・助沢・高萩
西田部・苅毛・沢・荒北



かとり農業委員会だより 令和６年１１月（２）かとり農業委員会だより令和６年１１月（３）

　
香
取
地
域
農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
お

よ
び
香
取
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
６
月
27
日
に

香
取
合
同
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
女
性
農
業
委
員
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
香
取
地
域
で
は
、
家
族
経
営
協

定
や
女
性
の
認
定
農
業
者
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
農
業
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
農
業
者

の
役
員
登
用
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。
本
市
に

お
い
て
も
女
性
農
業
委
員
は
３
名
で
割
合
は
16
％
で

す
。
来
年
に
委
員
改
選
を
控
え
、
女
性
の
登
用
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
女
性
の
登
用
を
進
め
る
に
は
、
家

庭
を
は
じ
め
、
地
域
の
理
解
を
図
る
こ
と
が
先
決
課

題
で
あ
る
な
ど
の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
香
取
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
す
べ
て
は

わ
く
わ
く
の
た
め
に
」
と
題
し
て
、（
株
）
の
う
え

ん
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
斉
藤
真
己
代
表
取
締
役
の
講
演

が
行
わ
れ
、
人
と
の
出
会
い
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

人
に
会
い
続
け
る
こ
と
や
農
福
連
携
推
進
の
た
め
、

障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
土
に
触

れ
、
農
業
に
親
し

む
こ
と
の
重
要
性

が
語
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
な
る
農

業
分
野
の
発
展
の

た
め
、
今
後
の
農

業
委
員
と
し
て
の

活
動
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

▲農地パトロール▲　総　会

▶職務内容　　農業委員と農地利用最適化推進委員は、連携して担当する区域において農地等の利
用の最適化を推進するための活動を行います。
農業委員は、この他に毎月開催される農業委員会総会等に出席し、法令に基づく農
地の権利に係る許可等に関して審議を行います。

▶応募資格　　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に熱意をお持ちの方
▶委員任期　　令和７年４月１日～令和１０年３月３１日（３年間）
▶報 酬 等　　市の規定により月額報酬が支給されます
▶募集人数　　◇農業委員・・・・・・・・・・・１９人
　　　　　　　◇農地利用最適化推進委員・・・・２４人
▶募集期間　　令和６年１１月１日（金）～令和６年１１月２９日（金）必着
▶募集方法　　(１) 個人による推薦（農業者等３名以上の連名による推薦）

(２) 団体等からの推薦 ( 自治会や農業者が組織する団体等からの推薦 )
(３) 個人による応募
・農業委員・推進委員両方に推薦・応募できますが、両方を兼ねることはできません。
・推進委員は、活動区域を指定して推薦・応募してください。
・募集要項および様式等は、市役所本庁農業委員会事務局および各支所の窓口で配布

します。ホームページからもダウンロードできます。
※その他、募集の要件・手続等について、詳しくはホームページ等をご覧ください。

▶問い合わせ・提出先

〒287-8501 香取市佐原ロ 2127
香取市役所本庁 ２階 農業委員会事務局　電話 50-1226

令和７年３月末日の任期満了に伴い新たに委員を募集いたします

農業委員・農地利用最適化推進委員を
募集します

と
も
に
歩
む
女
性
農
業
委
員
の

登
用
に
向
け
て

農
業
委
員
　林
　藤
江

　
千
葉
県
農
業
会
議
70

周
年
記
念
式
典
お
よ
び

担
い
手
確
保
育
成
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
８
月
１
日
、

千
葉
市
青
葉
の
森
公
園

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
22
名
で
参
加
し
ま

し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
千
葉
県
農
業
会
議
の
足
跡
を
た
ど

り
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
の
豊
か
さ
と
地
域
農
業
へ
の

貢
献
に
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
改
正
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
成
立
と
日
本
農
業
の
行
方
〜
改
正
基

本
法
に
よ
る
農
地
・
担
い
手
対
策
の
方
向
性
〜
」
に

つ
い
て
受
講
し
「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」
と
「
農

村
の
振
興
」
の
両
立
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
第
62
回
千
葉
県
青
年
農
業
者
会

議
・
意
見
発
表
の
部
に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

関
本
元
樹
さ
ん
の
発
表
で
す
。
地
域
と
共
に
持
続
で

き
る
農
園
を
目
指
す
姿
か
ら
彼
の
情
熱
と
、
新
た
な

視
点
に
大
い
に
刺
激
を
受
け
、
新
し
い
時
代
に
即
し

た
発
想
や
取
り
組
み
か
ら
は
、
地
域
農
業
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
改
め
て
認

識
す
る
と
共
に
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
若
い
担
い
手
た

ち
の
力
強
さ
を
感
じ
、
農
業
委
員
と
し
て
も
若
手
農

業
者
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
い
手
確
保
育
成
・
農
地
利
用
最
適
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

農
業
委
員
　栗
山
　雅
幸

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業

の
最
新
情
報
を
提
供
。
農
業

全
般
の
情
報
や
地
域
の
明
る

い
話
題
な
ど
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。

◆
毎
週
金
曜
日
発
行

◆
月
額
７
０
０
円

（
送
料
、消
費
税
込
）

◆
購
読
の
お
申
し

込
み
は
、農
業
委

員
会
事
務
局
へ

◆
発
行
所

　
　
全
国
農
業
会
議
所

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
し
ょ
う

農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！

※年金受給額は年金裁定時まで確定せず、それまでの運用結果等によ
り変動するため、試算結果は目安となります

＊ご相談は農業委員会事務局へ　電話50-1226

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
農
機
具

等
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
も
、

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
償
却
資
産
は
土
地
・
家
屋

と
異
な
り
申
告
が
必
要
で
す
。

該
当
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

市
HP
ま
た
は
税
務
課
窓
口
で
申

告
用
紙
を
入
手
の
上
、
忘
れ
ず

に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
（
申

告
期
限
１
月
31
日
）。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
告
先
】

　
税
務
課
資
産
税
班

　
　
電
話 

50
ー
１
２
２
３

農
業
用
の
機
械
等
は
償
却

資
産
申
告
が
必
要
で
す

加入年齢

２０歳
３０歳
４０歳
５０歳

４０年
３０年
２０年
１０年

９６０万円
７２０万円
４８０万円
２４０万円

男  性
８０万円
５３万円
３１万円
１４万円

女  性
６９万円
４６万円
２７万円
１２万円

男  性
1,716 万円
1,139 万円

674 万円
301 万円

女  性
1,867 万円
1,238 万円

733 万円
327 万円

納付期間
保険料

納付総額
（月額２万円）

年金額（年額）
農業者年金に加入すれば　　～農業者年金の支給額の試算～

平均余命までの受給総額



かとり農業委員会だより 令和６年１１月（２）かとり農業委員会だより令和６年１１月（３）

　
香
取
地
域
農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
お

よ
び
香
取
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
６
月
27
日
に

香
取
合
同
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
女
性
農
業
委
員
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
香
取
地
域
で
は
、
家
族
経
営
協

定
や
女
性
の
認
定
農
業
者
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
農
業
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
農
業
者

の
役
員
登
用
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。
本
市
に

お
い
て
も
女
性
農
業
委
員
は
３
名
で
割
合
は
16
％
で

す
。
来
年
に
委
員
改
選
を
控
え
、
女
性
の
登
用
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
女
性
の
登
用
を
進
め
る
に
は
、
家

庭
を
は
じ
め
、
地
域
の
理
解
を
図
る
こ
と
が
先
決
課

題
で
あ
る
な
ど
の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
香
取
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
す
べ
て
は

わ
く
わ
く
の
た
め
に
」
と
題
し
て
、（
株
）
の
う
え

ん
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
斉
藤
真
己
代
表
取
締
役
の
講
演

が
行
わ
れ
、
人
と
の
出
会
い
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

人
に
会
い
続
け
る
こ
と
や
農
福
連
携
推
進
の
た
め
、

障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
土
に
触

れ
、
農
業
に
親
し

む
こ
と
の
重
要
性

が
語
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
な
る
農

業
分
野
の
発
展
の

た
め
、
今
後
の
農

業
委
員
と
し
て
の

活
動
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

▲農地パトロール▲　総　会

▶職務内容　　農業委員と農地利用最適化推進委員は、連携して担当する区域において農地等の利
用の最適化を推進するための活動を行います。
農業委員は、この他に毎月開催される農業委員会総会等に出席し、法令に基づく農
地の権利に係る許可等に関して審議を行います。

▶応募資格　　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に熱意をお持ちの方
▶委員任期　　令和７年４月１日～令和１０年３月３１日（３年間）
▶報 酬 等　　市の規定により月額報酬が支給されます
▶募集人数　　◇農業委員・・・・・・・・・・・１９人
　　　　　　　◇農地利用最適化推進委員・・・・２４人
▶募集期間　　令和６年１１月１日（金）～令和６年１１月２９日（金）必着
▶募集方法　　(１) 個人による推薦（農業者等３名以上の連名による推薦）

(２) 団体等からの推薦 ( 自治会や農業者が組織する団体等からの推薦 )
(３) 個人による応募
・農業委員・推進委員両方に推薦・応募できますが、両方を兼ねることはできません。
・推進委員は、活動区域を指定して推薦・応募してください。
・募集要項および様式等は、市役所本庁農業委員会事務局および各支所の窓口で配布

します。ホームページからもダウンロードできます。
※その他、募集の要件・手続等について、詳しくはホームページ等をご覧ください。

▶問い合わせ・提出先

〒287-8501 香取市佐原ロ 2127
香取市役所本庁 ２階 農業委員会事務局　電話 50-1226

令和７年３月末日の任期満了に伴い新たに委員を募集いたします

農業委員・農地利用最適化推進委員を
募集します

と
も
に
歩
む
女
性
農
業
委
員
の

登
用
に
向
け
て

農
業
委
員
　林
　藤
江

　
千
葉
県
農
業
会
議
70

周
年
記
念
式
典
お
よ
び

担
い
手
確
保
育
成
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
８
月
１
日
、

千
葉
市
青
葉
の
森
公
園

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
22
名
で
参
加
し
ま

し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
千
葉
県
農
業
会
議
の
足
跡
を
た
ど

り
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
の
豊
か
さ
と
地
域
農
業
へ
の

貢
献
に
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
改
正
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
成
立
と
日
本
農
業
の
行
方
〜
改
正
基

本
法
に
よ
る
農
地
・
担
い
手
対
策
の
方
向
性
〜
」
に

つ
い
て
受
講
し
「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」
と
「
農

村
の
振
興
」
の
両
立
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
第
62
回
千
葉
県
青
年
農
業
者
会

議
・
意
見
発
表
の
部
に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

関
本
元
樹
さ
ん
の
発
表
で
す
。
地
域
と
共
に
持
続
で

き
る
農
園
を
目
指
す
姿
か
ら
彼
の
情
熱
と
、
新
た
な

視
点
に
大
い
に
刺
激
を
受
け
、
新
し
い
時
代
に
即
し

た
発
想
や
取
り
組
み
か
ら
は
、
地
域
農
業
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
改
め
て
認

識
す
る
と
共
に
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
若
い
担
い
手
た

ち
の
力
強
さ
を
感
じ
、
農
業
委
員
と
し
て
も
若
手
農

業
者
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
い
手
確
保
育
成
・
農
地
利
用
最
適
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

農
業
委
員
　栗
山
　雅
幸

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業

の
最
新
情
報
を
提
供
。
農
業

全
般
の
情
報
や
地
域
の
明
る

い
話
題
な
ど
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。

◆
毎
週
金
曜
日
発
行

◆
月
額
７
０
０
円

（
送
料
、消
費
税
込
）

◆
購
読
の
お
申
し

込
み
は
、農
業
委

員
会
事
務
局
へ

◆
発
行
所

　
　
全
国
農
業
会
議
所

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
し
ょ
う

農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！

※年金受給額は年金裁定時まで確定せず、それまでの運用結果等によ
り変動するため、試算結果は目安となります

＊ご相談は農業委員会事務局へ　電話50-1226

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
農
機
具

等
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
も
、

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
償
却
資
産
は
土
地
・
家
屋

と
異
な
り
申
告
が
必
要
で
す
。

該
当
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

市
HP
ま
た
は
税
務
課
窓
口
で
申

告
用
紙
を
入
手
の
上
、
忘
れ
ず

に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
（
申

告
期
限
１
月
31
日
）。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
告
先
】

　
税
務
課
資
産
税
班

　
　
電
話 

50
ー
１
２
２
３

農
業
用
の
機
械
等
は
償
却

資
産
申
告
が
必
要
で
す

加入年齢

２０歳
３０歳
４０歳
５０歳

４０年
３０年
２０年
１０年

９６０万円
７２０万円
４８０万円
２４０万円

男  性
８０万円
５３万円
３１万円
１４万円

女  性
６９万円
４６万円
２７万円
１２万円

男  性
1,716 万円
1,139 万円

674 万円
301 万円

女  性
1,867 万円
1,238 万円

733 万円
327 万円

納付期間
保険料

納付総額
（月額２万円）

年金額（年額）
農業者年金に加入すれば　　～農業者年金の支給額の試算～

平均余命までの受給総額
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香 取 市

令和6年11月 かとり農業委員会だより 令和６年１１月（４）

関
本
　
元
樹 

さ
ん

農地の売買・転用等の申請受付期間および総会予定表

１2月6日（金）
1月8日（水）
2月6日（木）
3月4日（火）

3月28日（金）
5月8日（木）

総会開催日
11月18日（月）～20日（水）
12月16日（月）～18日（水）

1月16日（木）～20日（月）
2月17日（月）～19日（水）
3月12日（水）～14日（金）
4月16日（水）～18日（金）

受付期間（土日祝日は除く）

令和６年１1月分
令和６年１2月分
令和7年 1月分
令和7年 2月分
令和7年 3月分
令和7年 4月分

年　月

　
今
年
も
暑
い
夏
で
し
た
。
そ
れ
で

も
雑
草
は
強
い
も
の
で
、
油
断
し
て
い

る
と
農
地
は
あ
っ
と
い
う
間
に
雑
草
に

占
領
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
農
地
を
調
査
す
る
と
、

耕
作
放
棄
だ
け
で
な
く
、
農
地
を
借

り
す
ぎ
て
手
が
回
ら
な
い
場
合
も

多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の一方
で
、
新
規

就
農
者
な
ど
意
欲
あ
る
人
が
農
地
を

探
し
て
い
る
の
で
、
農
地
を
管
理
で

き
な
い
と
判
断
し
た
時
は
、
ま
ず
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
地
区
担
当

委
員
ま
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
現
編
集
委
員
会
で
の
発
行

は
、
こ
れ
が
最
終
号
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
編
集
委
員
の
紹
介
を
い
た
し

ま
す
。（
左
記
写
真
）

　
３
年
間
編
集
に
関
わ
っ
た
多
く
の
皆

さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
長
　
菅
谷
　
樹
雄

後

編

記

集

　
関
本
元
樹
さ
ん
は
、
２
０
０
０
年
生
ま
れ
の
24
歳
で
す
。
代
々
、
福
島

県
で
梨
や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
洋
梨
を
育
て
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
が
地
元
で
の
営
農
を
困
難
に
し
、
家
族
で
香
取
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。

知
り
合
い
が
い
た
こ
と
や
、
福
島
県
の
浜
通
り
と
気
候
が
似
て
い
た
こ
と

か
ら
、
香
取
市
を
新
天
地
に
選
び
、
果
樹
園
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
経
営

の
中
心
を
担
っ
て
い
た
父
が
病
気
で
早
世
し
た
こ
と
で
、
一
時
は
廃
業
の

決
断
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
生
と
な
っ
た
元
樹
さ
ん
は
、
キ
ウ
イ
栽
培
を
続
け
て
い
た
祖
父
の

手
伝
い
を
と
お
し
「
こ
の
美
味
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
教
え
て
あ
げ
た

い
、
祖
父
が
育
て
た
キ
ウ
イ
の
味
を
残
し
た
い
」
と
就
農
を
決
意
。
キ
ウ

イ
の
味
そ
の
も
の
が
祖
父
の
存
在
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
在
学
中
に
は
梨
の
苗
木
を
１
６
０
本
植
え
、
大
学
を
卒
業
し
た
令
和

４
年
４
月
、
満
を
持
し
て
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
関
本
の
５
代
目
と
な
り
ま

し
た
。

　『
も
う
一
度
食
べ
た
く
な
る
果
物
つ
く
り
』
は
、
祖
父
の
代
か
ら
続
く

関
本
家
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
そ
う
で
す
。
伝
統
と
新
し
い
技
術
も
取

り
入
れ
、
完
全
草
生
栽
培
で
有
機
肥
料
中
心
の
自
然
と
共
生
す
る
農
園
作

り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
目
指
す
の
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
は
な
く
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
と
優
し
く
微
笑
む
そ
の
目
は
、
と
て
も
力
強
く
、
数
年
先
の
農
業

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
移
住
し
た
当
初
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た

と
感
謝
を
語
る
元
樹
さ
ん
。
香
取
市
産
の
キ
ウ
イ
や
梨
が
広
く
認
知
さ
れ
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
直
売
所
マ
ッ
プ
の
制
作
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

栽
培
過
程
を
情
報
発
信
す
る
な
ど
『
伝
え
る
』
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。「
消
費
者
が
気
軽
に
来
訪
し
、
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
生
産
者

を
目
指
し
た
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
香
取
市
の
土
地
が
好
き
」
と
笑
顔

が
は
じ
け
ま
す
。

　
販
売
を
支
え
て
く
れ
る
母
と
妻
、
そ
し
て
農
業
の
基
礎
を
教
え
、
後
押
し

を
し
て
く
れ
る
祖
父
。
箱
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て

い
る
イ
ラ
ス
ト
も
家
族
で
描
い
た
も
の
だ
と
か
。

今
季
も
こ
だ
わ
り
栽
培
の
完
熟
キ
ウ
イ
を
種

類
も
豊
富
に
絶
賛
販
売
中
、
梨
は
２
年
後
の

収
穫
を
目
指
し
家
族
一丸
で
頑
張
る
「
フ
ル
ー

ツ
ガ
ー
デ
ン
関
本
」
で
、
も
う
一
度
食
べ
た
い
、

く
だ
も
の
の
味
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。（
関
連
記
事
３
面
）
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業
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「
も
う
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度
食
べ
た
い
」
を

　
　
　
　
　    

伝
え
て
い
く

　
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
関
本

「地域計画」を策定します
　これまで市では、人と農地の問題を解決するため、地域での話し合いにより

「人・農地プラン」を作成し実行してきましたが、今後、農業者の高齢化や後継者不足が加速化し、耕作放棄地
が急拡大することが懸念されています。
　このため、国は従来の「人・農地プラン」を「地域計画」として法定化し、農地の集約化等を進める取り組
みを強化しました。農業委員会と農政課では、昨年度より各地域で協議の場を 開催し、担い手農家（地域の農
業を担う者）を中心にお集まりいただき、今後の地域における農地利用に関する話し合いを行いました。
　今後は、農業委員、農地利用最適化推進委員の担当地区を基本とした２０の地域で話し合いの結果をまとめた

「地域計画」の説明会を実施し、関係機関にご意見を伺ったうえ、今年度中に策定する予定です。
※地域計画は策定後も毎年見直しを行い、農地の集約化を進めていきます。

　地域計画の法定化に伴い、令和７年４月以降又は、地域計画が策定された地域は、原則として農地中間管理機構
を経由した農地の貸借方法となります。なお、従来の農地法第３条による農地の貸借はできますが、市町村が作成
する農用地利用集積計画による農地の貸借はできなくなります。農地の貸借に関することは、農政課（電話
50-1258）制度に関することは※（公社）千葉県園芸協会農地部（電話 043-223-3011）にお問い合わせください。
※（公社）千葉県園芸協会は、千葉県から農地中間管理機構に指定されています。

令和７年４月から農地の貸借方法が変わります。

▼「地域計画」策定地域

「小見川東地域」第１回協議の場の様子
（令和６年１月２３日開催）

地域名
佐原

北佐原
新島
香取

香西北
香西南
東大戸

瑞穂
小見川中央
小見川東

№
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

該当地区名
玉造・佐原イ・北・佐原ロ・佐原ホの一部・岩ケ崎台・牧野の一部・篠原イ
野間谷原・石納（利根川以北）・佐原ハ・佐原ニ・佐原ホの一部・篠原ロ・笄島・長島・中洲・津宮新田・大倉新田
八筋川・八筋川甲・大島・三島・境島・扇島・加藤洲・磯山・市和田・附洲新田・公官洲
津宮・大倉丁子・大倉・香取・丁子・吉原・多田・新市場・新部・釡塚・下小野・返田・九美上
大根・大崎・与倉・観音・鳥羽・長山・牧野の一部
本矢作・福田・伊地山
大戸・大戸川・片野・上小川・関・森戸・新寺・山之辺・川尻・石納（多田島）・飯島・昭和町・大戸新田
堀之内・谷中・寺内・鴇崎・西和田・西坂・西部田・みずほ台
小見川・八日市場・野田・本郷・下小川・南原地新田・羽根川・新々田・入会地
阿玉川・下飯田・岡飯田・布野・川頭・北原地新田・五郷内・和泉・貝塚・阿玉台・久保

地域名
 小見川新田
小見川北
小見川西
八都東
八都西

府馬
山倉西
山倉東
栗源東
栗源西

№
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

該当地区名
一ノ分目新田・三ノ分目新田・富田新田・下小堀新田
一ノ分目本田・三ノ分目・富田・下小堀・分郷・増田
織幡・旗鉾・油田・内野・龍谷・八本・白井・山川・虫幡・木内・上小堀・木内虫幡上小堀入会地
小見・川上・高野・竹之内・田部・米野井
仁良・神生
府馬・長岡・志高・古内
山倉・大角
新里・桐谷・鳩山・小川
岩部・助沢・高萩
西田部・苅毛・沢・荒北


